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1 月25日号 主な 内容

所 得 税・住 民 税 の
申 告 は お 早め に

税法改正/みんなの健康( 2) ( 3)面
オープン間近東京武道館
足立の歴史の紐を解く( 4) ( 5)面
< らしの情報( 6) ( 7) 面

今年も続々オープンします

新し い ふれあいと
憩いの場

昨
年
は
、四
亭
折
々
の
車
花
が
楽
し
め
る
柳
原
千
草
圜

。大
人
気
の
保
雙
所
I
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
、
お
と
し
よ
・

り
が
イ
キ
イ
牛
藁
し
く
過
ご
し
て
い
る
高
齡
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。い
ず
れ
も
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
す
っ
か
り
お
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
。
・

中
居
堀
や
葛
西
用
水
の
親
水
化
、
彫
刻
の
ま
ち
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
催
な
ど
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
ま
ち
づ
く

り
計
諞
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
な
か
で
も
特
色
の
あ
る
施
設
を

、完
成
前
に
そ
の
一
都
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

水
車
が
各
所
に
登
場

水
を
生
か
し
た
公
園
整
備

今
年
も
ユ
ニ
ー
ク
な
公
園
が
め

じ
ろ
お
し
。
水
を
生
か
し
、
水
に

親
し
め
る
も
の
ぱ
か
り
。
水
車
が

あ
ち
こ
ち
に
登
場
す
る
の
も
特
徼

で
す
。

□
六
木
水
の
森
公
圜
・
水
車
広
堤

(仮
称
)

叫
怛

中
川
の
食
篇

盆

く
、
六
木
三
丁
目
に
水
車
の
あ
る

公
園
が
お
目
見
え
し
ま
す
。

広
場
中
央
に
ド
ン
と
置
か
れ
た

廈
径
4
　
の
水
車
と
、
ロ
ー
マ
時

代
を
思
わ
せ
る
水
路
橋
。
垳
川
か

ら
く
み
上
げ
た
水
が
こ
の
水
路
裙

を
通
つ
て
、
水
車
を
回
す
仕
掛
け

で
す
。

こ
の
ほ
か
、
ら
せ
ん
に
水
が
流

れ
る
墳
水
や
踏
ん
で
回
せ
る
水
車

な
ど
、
水
で
遊
ぺ
る
公
園
と
し
て
4

月
に
閲
園
す
る
予
定
で
す
。

神
明
側
の
風
車
広
場
、
む
く
の

木
広
場
と
は
、
垳
川
沿
い
の
神
明

・
六
木
遊
歩
道
で
結
ぱ
れ
、
散
策

コ
ー
ス
と
し
て
人
気
を
呼
び
そ
う

で
す
。

□
し
ょ
う
ぶ
沼
公
菌

北
綾
瀬
駅
側
の
入
口
近
く
に
は

噴
水
が
、
そ
の
奥
の
滝
に
は
、
つ

り
橋
が
か
か
り
、
水
路
を
た
ど
っ

て
い
く
と
、匱
径
1
　
ほ
ど
の
か

わ
い
い
3
連
の
水
卑
が
登
場
し
ま

す
。
4
月
に
閲
圜
の
予
定
で
す
。

□
葛
西
用
水
親
水
水
路

環
状
7
号
線
以
兩
～
東
和
二
丁

目
間
約
溺
　
が
観
水
緑
道
化
さ

れ
、
4
月
に
完
成
し
ま
す
。街
な

か
に
そ
ぴ
え
る
直
径
6
　
の
水
車

と
銀
色
の
ア
ー
チ
ゲ
ー
ト
。
膸
店

街
と
も
近
く
、
人
々
で
に
ぎ
わ
う

憩
い
の
湯
と
な
り
そ
う
で
す
。

葛
西
用
水
は
、
区
内
総
延
長
3
.
5

　
气

こ
の
う
ち
郷
土
溥
物
館
前

約
揃
　
は
一
昨
年
完
成
。

そ
の
下
流
の
大
谷
田
三
丁
目
～

環
状
7
号
線
間
約
8
0
0　
は
来
年
、

郷
土
博
物
館
か
ら
上
流
部
分
は
平

成
4

年
に
整
備
が
完
了
す
る
見
込

み
で
す

。

水
と
生
物
に
親
し
め
る
上
流
、

水
と
歴
史
の
ふ
れ
あ
い
の
中
流
、

水
と
人
の
ふ
れ
あ
い
の
下
流
と
、

葛
西
用
水
は
変
化
に
富
ん
だ

、
魅

力
い
っ
ぱ
い
の
親
水
緑
道
と
な
り

ま
す

。

攤径4a の水車が自慢、六木水の聶公園

街なかに 直径6a の水車 、葛西用 水親水水路 新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

日
光
林
間
学
園

長
年
に
わ
た
り

、
小
・
中
学
生

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た
日

光
林
閧
学
園
が
、
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

今
年
9
月
に
開
園
す
る
林
関
学

園
は
地
上
4
階
、地
下
―
階
建
て
、

児
童
用
宿
泊
室
3
0室
、
収
容
人
員

窈
名
(
旧
施
設
2
7
0名
)
。
主
に
小
学
6

年
生
の
自
然
教
室
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

全
館
冷
暖
房
を
完
備
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
が
I
面
、
パ
ド
ミ

ン
ト
ン
な
ら
3
面
と
れ
る
レ
ク
リ

エ

ー
シ

ョ

ン

ホ

ー
ル
(

体

育
館
)

、
多

目

的

ホ

ー
ル

、
学
習

ホ

ー
ル
(
3

室
)

を

新

設

。3

校

が

同

時

利

用

で

き

る

な

ど

、
校

外

学

習

施

設

と

し

て

一

段

と

充

実

し

ま

し

た

。

ま

た

、
身

体

の

不

自

由

な

方

が

利

用

し

や

す

い

よ

う

、
ス

ロ

ー
プ

、

エ

レ

ペ

ー
タ

ー
が

設

置

さ

れ

て

い

ま

す

。

な
お
、児
童
・
生
徒

の
利
用
し
な
い
期
閧
　

(
例
年
1
1
月
～
3
月
お

よ
ぴ
夏
休
み
期
間
中
)
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
く
予

定
で
す
(
た
だ
し
、
今
年
は
1
1
1月

中
旬
か
ら
)
。

冬
は
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
に
、

夏
は
霧
降
高
原
(
イ
キ
ン
グ
や
日

光
柬
照
宮
な
ど
の
寺
社
め
ぐ
り

と
、
日
光
観
光
の
絶
好
の
拠
点
。

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
案
内
は
、1
0月
発
行
の
広

報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新し< 生まれ変わって9 月に開園する曰光林間学園

東
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)

心
身
障
害
者
の
通
所
訓
練
の
充

実
と
利
用
定
員
の
増
、
お
よ
ぴ
施

設
機
能
の
続
合
・
強

化
を
図
る
た
め
、
区

の
東
西
2
ヵ
所
に
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
の
建
股
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
う
ち
神
明
南

二
丁
目
に
建
設
中
の

東
部
障
書
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)

が
、
今
年
4
月
に
オ

ー
プ
ン
す
る
予
定
で

す
。こ

の
施
股
は
、
現

在
の
心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
、生
活
実

苜
所
、福
祉
作
業
所

を
統
合
し
た
障
售
者

の
た
め
の
総
合
セ
ン

タ
ー
で
す
。

-
心
身
障
害
者
の
通
所
に
よ
る
生

活
馴
練
や
作
業
馴
練
の
機
能
を
持

ち
、
ま
た
、
脳
卒
中
の
後
遺
症
な

ど
に
よ
る
中
途
障
害
者
の
機
能
回

復
訓
練
(
リ
(
ピ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
)

等
の
充
爽
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
の
福
祉
講
座
・

講
習
会
や
相
談
事
業
も
あ
わ
せ
て

実
施
し
ま
す
。

隣
接
し
て
、
神
叨
住
区
セ
ン
タ

ー
が
同
じ
く
4
月
に
オ
ー
プ
ン
の

予
定
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
谷
在
蒙
三
丁
目
に
建
設

予
定
の
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
(
仮
称
)
は
、
今
年
4
月
に

建
設
工
亊
に
人
い
る
予
定
で
す
。

柬 郎 陣 害 福 祉 総 合 セ ン タ ー( 仮 称)

4 月 、補助258 号 線
ア ン ダ ー パ ス 開 通

東
武
伊
勢
崎
繚
と
交
差
す
る
補

助
2
5
8号
線
の
立
体
交
差
工
事
が
、

い
よ
い
よ
完
成
。
今
年
4
月
に
開

通
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

線
路
の
下
を
く
ぐ
る
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
方
式
に
よ
る
立
体
交
差
は
、

区
遭
で
は
初
の
試
み
で
、
地
下
部

分
1
6
1　
、
延
長
4
8
7气

環
七
・
西

新
井
陸
橋
と
栗
六
陸
橋
の
ち
ょ
う

ど
中
関
地
点
で
、
線
路
に
よ
っ
て

分
断
さ
れ
て
い
た
栗
原
二
丁
目
と

四
丁
目
が
結
ぱ
れ
ま
す
。

エ
事
は
昭
和
6
0年
1
2月
か
ら
始

め
ら
れ
、
歩
遭
・
自
転
車
道
は
昨

年
3
月
末
に
閲
通
し
ま
し
た
。
こ

の
車
道
部
分
の
完
或
で
、
東
西
の

交
通
は
グ
ー
ン
と
便
利
に
な
り
ま

す
。

もうすぐ完成、便利になります

あ
な
た
の
意
見
で

住
み
よ
い
足
立

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

足
立
区
を
よ
り
住
み
よ
い

ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

次
の
要
價
で

、
区
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

▽
連
絡

会
議
の
出
席
(
平
日
、年
3
　

回
程
度
)

▽
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
(
年
3
回
程
度
)

▽
区
政
全
般
に
つ
い
て
の

情
報
、
意
見
、
要
望
等
の

随
時
提
出

▽
そ
の
ほ
か

広
聰
業
務
へ
の
協
力

募
集
人
員
5
0

人

任
期
4

月
～
3
年
3
月

応
募
資
格

次
の
す
ぺ
て
の

条
件
を
満
た
す
方

▽
満

2
0歳
以
上

▽
足
立
区
に

引
き
続
き
6
ヵ
月
以
上
居

住
し
て
い
る

▽
都
内
地

方
公
共
団
体
の
職
貝
で
な

い
翻
礼
▽
会
議
出
席
:
i
回
　

3
千
円

▽
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
=
i

回
千
溺
円

応
募
方
法
2

月
9
日
ま
で

に
電
話
で
応
募
用
紙
を
讚

求
応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

広
聰
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

葦
立
ち

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ぱ
、

や
は
り
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
を

ま
ず
思
い
浮
か
ぺ
ま
す
。
し
か

し
、
最
近
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
マ

ラ
ソ
ン
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
、
身

近
な
所
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

だ
忖
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
す
そ
野

が
広
が
っ
て
き
た
こ
と
の
現
れ

で
し
ょ
う
。
健
康
体
力
づ
く
り

へ
の
心
が
け
は

、
人
生
8
0年
時

代
の
偉
え
と
し
て
、
大
切
な
こ

と
と
い
え
ま
す

。

と
こ
ろ
で

、
こ
の
ほ
ど
綾
瀬

に
都
立

「
東
京
武
道
館
」
が
で

き
ま
し
た

。
日
本
武
遭
館
に
次

ぐ
大
規
模
施
設
で

、
剣
這
、
柔

道
、
弓
遭
な
ど
、
日
本
古
采
の

武
道
の
試
合
や
練
習
場
と
し
て

利
用
で
き
ま
す

。
健
康
体
力
相

破
室
も
あ
り

、武
道
を
学
ぷ
人
、

こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
す
る
人

に
と
っ
て
は

、
願
つ
て
も
な
い

施
設
で
す

。

外
観
は
、
連
続
す
る
菱
形
で

お
お
わ
れ

、
武
道
館
ら
し
く
威

風
堂
々
と
し
て
い
ま
す

。
お
そ

ら
く
、
全
国
ど
こ
に
も
な
い
ユ

ニ

ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
で

、
隣
接

の
柬
峻
瀬
中
学
校
の
体
育
館
も

こ
れ
に
合
わ
せ
て
改
築
し
ま
し

た
。
き
っ
と
、こ
こ
は
、
綾
瀬

地
区
の
シ
ン
ポ
ル
と
し
て

、
ま

た
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
胯
れ
る

足
立
の
新
名
所
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

今
後
、
国
内
は
も
と
よ
り
、

世
界
の
国
々
か
ら
、
多
く
の
人

々
が
武
遭
館
を
訪
れ
、
足
立
区

の
名
が
広
く
知
れ
わ
た
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
訪
れ
る
人
た
ち

を
心
温
か
く
迎
え
る
た
め
、
活

気
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
、
よ
り
一
層
男
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

区
長
　
古

性

直
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所得税・住民税の申告は正しくお早めに
2 月16日 から3 月15日まで

3 月に入りますと窓口は大変混雑
いたしますので、申告書の提出やご
相談は早めにお願いします。

所

得

税

□
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要

な
人

①
平
成
元
年
中
の
事
業
所
寿
や

不
勳
産
所
得
な
ど
各
種
所
得

金
額
の
合
計
額
が
基
礎
控
除

や
扶
養
控
除
な
ど
各
種
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

②
紿
与
所
得
が
あ
る
人
で
次
に

該
当
す
る
場
合

▽
平
成
元
年
中
　

の
給
与
収
入
一

が
1
千
鶉
万
　

円
を
超
え
る
人

▽
給
与
以
外
に
2
0万
円
を
超
え

る
所
痔
が
あ
る
人

▽
給
与
を
2
ヵ
所
以
上
か
ら
受

け
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な

い
紿
与
収
人
が
あ
る
人

▽
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親

族
な
ど
で

、
そ
の
法
人
か
ら

不
勳
産
の
便
用
料
な
ど
紿
与

以
外
の
支
払
い
を
受
け
た
人

③
大
エ
・
左
官
・
と
び
職
な
ど

の
人
で
、
仕
事
先
の
一
定
し

て
い
な
い
人
や
所
辱
税
を
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
人

④
土
地
、
建
物
等
を
譲
渡
し
た

人
▽
平
成
元
年
中
に
土
地
や
建

物
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
を

譲
渡
し
た
人

▽
賈
い
換
え
等

の
適
用
を
受

け
る
た
め
税
金
が
か
か
ら
な

い
場
合
で
も
申
告
が
必
要
で

す
。

□
確
定
申
告
S
の
提
出
塲
所
　

所
轄
の
税
務
署
で
受
け
付
け

ま
す

▽
足
立
税
務
署

▽
西
新
井
税
務
署

住

民

税

□
庄
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

①
平
成
元
年
中
に
所
得
が
あ

り
、平
成
2
年
1
月
1
日
現

在
、
足
立
区
に
庄
ん
で
い
る

人
②
足
立
区
外
に
住
ん
で
い
て

も
、
区
内
に
亊
務
所
や
事
業

所
、
家
屋
敷
が
あ
る
人

□
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
い

人
①
税
務
署
に
確

定
申
告
す
る

人
②
平
成
元
年
中
の
所
寿
が
給
与

だ
け
で
紿
与
か
ら
住
民
税
を

差
し
引
か
れ
て
い
る
人

③
平
成
元
年
中
に
所
得
の
な
か

っ
た
人

④
平
改
2
年
1
月
1
日
現
在
、

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
た
人

⑤
平
成
元
年
中
の
合
計
所
得

が
、〔
(
控
除
対
象
配
偶
者
十

扶
養
親
族
+
1
)
×
3
2万
円

〕

以
下
の
人

※
③
～
⑤
に
該
当
す
る
人
で

も
、
非
課
税
証
明
書
の
発
行
や

国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険
の

基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
の
で

、

提
出
に
ご
協
力
を
お
頤
い
し
ま

す
。

□
住
民
税
申

告
S
の
提
出
場

所

区
役
所
中
央
本
町
庁
舎
・
課

税
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。な

お
、
各
区
民
亊
務
所
に
課

税
課
職
貝
が
2
日
間
出
張
し
受

け
付
け
ま
す
。

日
程
は
2
月
1
5日
号
に
掲
載

い
た
し
ま
す
。

所
得
控
除
欄
の
記
入
も
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

□
扶
餮
控
除
・
配
偶
者
控
除

生
計
を
一
に
す
る
扶
餮
親
族
ま

た
は
配
偶
者
の
、
前
年
中
の
合
計

所
得
が
3
5万
円
以
下
で
、他
の
親

族
の
扶
養
、
事
業
専
従
者
に
な
っ

て
い
な
い
人
を
扶
養
し
て
い
る
人

が
受
け
ら
れ
る
控
除
。そ
の
扶
養

さ
れ
て
い
る
人
の
状
況
に
よ
っ
て

次
の
控
除
が
あ
り
ま
す
。

▽
一
般
の
扶
養
控
除

▽
特
定
扶
養
親
族
控
除
(
昭
和

4
2年
1
月
2
日
以
降
昭
和
4
9年

1
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
人
)
　

▽
老
人
扶
養
控
除
(
大
正
9
年

1
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
人
)
　

▽
障
魯
者
控
除

□
配
偶
者
特
別
控
除

甲
告
者
の
合
計
所
得
が
1
千
万

円
以
下
で
、配
偶
者
が
次
の
場
合

該
当
し
ま
す
。

▽
平
成
元
年
中
の
合
計
所
得
が

7
0万
円
未
満
の
場
合

▽
他
の
親
族
の
扶
養
、
事
業
専

従
者
に
な
っ
て
い
な
い
場
合

□
社
会
保
険
料
控
除

平
改
元
年
中
に
支
払
つ
た
、
健

康
保
険
料
や
厚
生
年
金
保
険
料
な

ど
で
、
国
民
健
康
保
険
料
、
国
民

年
金
保
険
料
も
該
当
し
ま
す
。

□
障
害
者
控
除

身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳

を
お
持
ち
の
人
。
寝
た
き
り
で
常

に
複
雑
な
介
護
を
要
し
て
い
る
人

も
該
当
し
ま
す
。

□
寡
婦
・
寡
夫
控
除

6
5歳
米
満
(
大
正
1
4年
1
月
2

日
生
ま
れ
以
降
)
で
、
次
の
人
が

該
当
し
ま
す
。

寡
婦
・
:死
別
、
離
婚
の
場
合
で
扶

養
観
族
ま
た
は
合
計
所
得
3
5万

円
以
下
の
子
が
居
る
人
。ま
た
、

右
記
の
扶
養
親
族
が
い
な
く
て

も
、
死
別
の
場
合
は
本
人
の
合

計
所
耨
が
3
0
0万
円
以
下
の
人
。

寡
婦
の
特
別
加
算
・・・
扶
養
親
族
の

子
が
居
て
、
合
計
所
得
が
瓸
万

円
以
下
の
寡
婦
の
場
合
は
、
控

除
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

寡
夫
・・・
死
別
・
離
婚
の
場
合
で
合

計
所
得
3
5万
円
以
下
の
子
が
居

て

、
本
人
の
合
計
所
得
が
3
0
0万

円
以
下
の
人

□
老
年
者
控
除

6
5歳
以
上
(
大
正
1
4年
1
月
1

日
以
前
生
ま
れ
)
で
、
合
計
所
得

が
1
千
万
円
以
下
の
人

※
合
計
所
得
は
、
分
雕
譲
渡
所
屏

が
あ
る
場
合
、
特
別
控
除
前
の
金

額
で
計
算
し
ま
す
。

所
得
税
の
還
付
申
告

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
源
泉
徼

収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
つ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い

。

□
平
成
元
年
中
に
動
務
先
を
退
職

し
て
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な

い
人

□
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

合
計
所
得
金
額
の
5
%
ま
た
は
1
0

万
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
を

超
え
る
部
分
の
金
額
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
出
産
費
、
高
額
療
養
賢

な
ど
健
康
保
険
等
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
は
医
療
費
の
計
算
上
差
し

引
か
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
対
象
と
な
る
支
払
つ
た

医
震
費
と
は
、
自
分
ま
た
は
自
分

と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
、
そ

の
他
の
観
族
に
係
る
分
で
す
。

□
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
　

居
住
用
の
家
屋
を
新
築
や
購
入

ま
た
は
一
定
の
増
改
築
を
し
た
堤

合
。

□
そ
の
他
の
控
除

雑
揖
控
除
・
:盗
難
や
火
災
な
ど
に

あ
っ
た
煬
合

寄
付
金
控
除
・・・
特
定
の
寄
付
を
し

た
場
合

※
お
願
い

そ
れ
ぞ
れ
、
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
定
め
ら
れ
た

条
件
が
あ
り
、
申
告
に
は
添
付
S

類
が
必
黶
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は

税
務
醫
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

医
療
費
控
除
の
還
付
申

售
は
、
区
役
所
中
央
本
町

庁
歯
・
諌
税
課
で
も
、
3

月
1
5日
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。

ご相鮫もお早めに

お
済
み
で
し
ょ
う
か

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

平
成
2
年
1
月
1
日
現
在
、

紿
与
の
支
払
い
を
さ
れ
て
い
る

方
で
、
所
得
税
の
源
泉
徼
収
義

筋
の
あ
る
方
は
、
紿
与
支
払
報

告
S
を
区
市
町
村
長
あ
て
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、お
早
め
に
ご
提
出
願
い
ま

す
。

提
出
期
限
1

月
3
1日
(
水
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

特
別
徼
収
係

8
8
0
5
0
9
1

三
税
共
同
説
明
会
の

お
知

ら
せ

所
琳
税
、
個
人
事
業
税
、
住
民

催
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場

税
に
つ
い
て
の
共
同
説
明
会
を
閲

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

所得税・事業税・住民税共同説明会のお知らせ

※ 各 会 楊 へ の 自 動 車 で の ご 来 楊 は ご 遠 慮 く だ さ い 。

● 所 得 税 ・ 住 民 税 改 正 点
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税
法
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た

所
得
税
は
平
成
元
年
分
、住
民
税
は
平
成
2
年

度
か
ら
の

主
な

改
正

点
を
お

知
ら
せ

し
ま
す

□
給
与
所
得
控
除
の
最
低
控
除
額

の
引
き
上
げ
(
パ
ー
ト
減
税
)
　

最
低
控
除
額
が
6
5万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
所
得
税
で
は
Ⅲ
万
円
、
住

民
税
で
は
9
7万
円
ま
で
が
非
課
税

と
な
り
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控

除
の
対
象
と
な
る
給
与
収
入
は
Ⅲ

万
円
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

□
家
内
労
働
者
等
の
必
妥
経
費
の

最
低
保
障
額
の
引
き
上
げ

最
低
保
障
額
が
6
5万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
家
内
労
勳
者

等
に
は
、
内
職
所
賜
者
、外
交
貝
、

集
金
人
、
電
力
量
計
の
検
針
人
な

ど
の
人
が
該
当
し
ま
す
。

□
特
定
扶
養
親
族
控
除
の
創
般
　

平
成
元
年
り一
月
3
1日
現
在
1
6歳

か
ら
2
3歳
未
満
の
扶
養
観
族
を
も

つ
人
は
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

控
除
は
所
得
税
は
4
5万
円
、
住
民

税
は
3
5万
円
で
す
。

□
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
の
対

象
と
な
る
所
得
要
件
の
改
正

所
得
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
合

計
所
得
が
3
5万
円
ま
で
は
扶
養
親

族
に
な
れ
ま
す
。

□
寡
婦
控
除
額
特
別
加
算
の
創
設

扶
養
観
族
の
子
が
居
て

、
合
計

所
得
が
羂
万
円
以
下
の
寡
婦
の
場

合
は
、
一
般
の
募
婦
控
除
に
代
え

て
特
定
の
募
婦
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す

。
控
除
額
は
所
得
税
は
3
5
万

円

、
住
民
税
は
3
0万
円
で
す

。

□
老
人
扶
餐
等
の
範
囲
の
拡
大

年
齢
7
0歳
以
上
の
障
害
者
で
あ

る
控
除
対
象
配
禺
者
ま
た
は
扶
餮

親
族
が
老
人
控
り
対
E
E

偶
者
廁

た
は
老
人
扶
養
親
族
の
対
象
に
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

そ
の
他
の
改
正
点
に
つ

い
て
は
2
面
下
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
改
正

内
容
の
詳
細
等
お
分
か
り

に
な
り
に
く
い
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
税
務
署
、区
役

所
課
税
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

個
人
事
業
者
の
方
ヘ

消
費
税
の
確
定
申
告
書
提
出
は
4
月
2
日
ま
で

個
人
の
消
費
税
課
税
事
業
者
の

人
の
平
成
元
年
分
の
消
費
税
の
申

告
と
納
税
の
期
限
は
、
平
成
2
年
4

月
2
日
(
月
)
で
す

。

消
費
税
の
申
告
・
納
付
の
手
続

き
等
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な
ら

な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
早

め
に
最
寄
り
の
税
務
署
閧
税
部
門

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

贈
与
税
の
申
告

個
人
か
ら
年
間
6
0万
円
を
超
え

る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
と
き
に

は
、
贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。
こ

の
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
財
産

の
贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年
2
月
1

日
か
ら
3
月
1
5日
ま
で
で
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
で
一
定
の
要

件
に
あ
て
は
ま
れ
ぱ
、
特
例
が
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
申
告
が
必
要
で

す
。
必
要
S
類
等
の
詳
し
い
こ
と

は
税
務
署
や
税
務
相
談
室
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け

た
塲
合

父
母
ま
た
は
祖
父
毋
か
ら
、
自

分
の
住
宅
を
取
得
す
る
た
め
に
資

金
の
贈
与
を
受
け
た
場
合
は
一
定

の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ぱ
、
刈
万

円
ま
で
贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

□
居
住
用
不
助
産
等
の
贈
与
を
受

け
た
場
合

結
婚
期
間
2
0年
以
上
の
夫
婦
間

で
居
住
用
不
勳
産
の
贈
与
が
あ
っ

た
場
合
は
最
高
2
千
万
円
ま
で
の

配
偶
者
控
除
が
あ
り
ま
す
。

問 合 せ 先

所 得 税
足 立 税 務 署 　( 888) 6241　　(干

住旭町4- 21)

西 新 井 税 務 署 　( 840) 1111　　(栗原3- 10- 16)

税務相談室52立分室 　( 881) 8692　　(干住旭町4- 21足立税務署内)

住 民 税
区役所中央本町疔舎( 中央本511- 17- 1)
課 税 課 　( 880) 5081

第4 期分納期限が
せ まって い ま す

区・都民 税

1
月
3
1日
は
、特
別
区
民
税
・

都
民
税
第
4
期
分
の
納
期
限
で

す
。納

付
は
、
お
近
く
の
金
融
機

関
(
銀
行
・
郵
便
局
等
)
、区
役

所
、
区
民
事
務
所
の
各
窓
囗
で

扱
つ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舍

。

納
税
課

　
8
8
0
5
0
9
6

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
干 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004111
和 保 健 相 談 所 　606- 4171　
央 本町 保健 相談所 　880- 5351

ご協力
くださ い
2 月 の 献血

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。日
程
は
左
表
の
と
お
り
で
す

。

受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
3
0
分
(
昼
食
・
休

憇
時
閧
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
(
　
6
9
3
5
7
0
1
)
本

庁
舎
・
保
健
予
防
係
(

　
眤
1
　
1
1
1

㈹
)

2 月の献血日 程

保健 講座

ち

ほ
う

老
人
性
痴
呆
の
理
解
の
た
め
に

ぼ
け

知
ら
な
い
怖
さ
、知
る
強
さ

「
痴
呆
」
「
ぼ
け
」
「
老
化
」
「
物

忘
れ
」
i
こ
の
違
い
が
わ
か
り

ま
す
か
。
j
け
て
き
た
か
な
9
こ
　

「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
な

あ
」
と
い
う
本
人
・
家
族
の
不
安
!

で
も
、
こ
の
講
座
を
受
け
れ
ぱ
。

む
や
み
に
怖
が
る
こ
と
が
な
く
な

り
ま
す

。
老
人
性
痴
呆
が
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
正
し
い
知
歐
を

共
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
2

月
6
日
(
火
)

午
後
1
時
か
ら

場
所

足
立
保
健
所
講
堂

睛
師

長
谷
川
和
夫
氏
(
聖
マ
リ

ア
ン
ナ
医
科
大
学
医
師
・
足
立

新
生
苑
診
療
所
長
)

※
個
別
相
談
は
午
後
3
時
か
ら
で

す
。

定
輿
7
0
人

S
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所

匹一
4
1
5
1

精神保健講演会
どうする?

アルコー ル 依 存 症

お
酒
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
多
い
季
節
で
す
。

百
薬
の
長
と
言
わ
れ
る
お
酒

も
、
仕
事
や
家
庭
を
メ
チ
ャ
メ

チ
ヤ
に
す
る
魔
物
で
も
あ
り
ま

す
。ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
正
体

を
正
し
く
知
り
、
対
応
に
つ
い

て
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。ア

ル
コ
ー
ル
問
題
で
お
困
り
の

方
、
関
心
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

曰
時
3

月
3
臼
(
土
)
、午
前

1
0時
～
正
午

場
所

足
立
保
健
所
講
堂

講
師

秋
山
正
弘
氏
(
大
田
区

大
田
舸
院
医
師
)

定
a
5
0
人

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所

　
8
5
5
4
1
5
1

酒
害
相
談
の
お
知
ら
せ

お
酒
を
や
め
た
い
が
や
め
ら
れ

ず
慨
ん
で
い
る
方
、ま
た
は
覃
族

を
対
象
に
、
専
門
医
、
保
健
婦
に

よ
る
酒
害
相
談
を
毎
週
1
回
行
つ

て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
同
じ
悩
み
を
持

つ
仲
間
と
一
緒
に
相
談
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

日
時
・
塲
所

▽
千
住
保
健
所
、

第
1
、
第
3
木
曜
日

▽
足
立

保
健
所

第
2
、
第
4
木
曜
日

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0

分
I
3
時
3
0分
。
事
前
に
連
絡
の

う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

各
保
健
所
・
保
健
相

鮫
所

成
人
病
教
室

私
、
ス
リ
ム
に
な
り
た
い
!

肥
満
は

。万
們

の
も
と
。
い

つ
ま
で
も
健
康
で
美
し
く
い
た
い

と
思
う
あ
な
た

。

專
門
の
先
生
の
助
言
を
受
け
な

が
ら
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か

。

曰
時
2
月
2
日
(
金
)
午
後
1
　

時
3
0
分
～
4
時

内
容
・
講
師

▽
太
る
も
と
は
何

?
・
:山
本
睛
義
氏
(

梅
田
病
院

院
長
・
日
大
心
S
内
科
講
師
)
　

▽
食
ぺ
も
の
に
つ
い
て
・・・
栄
養

士
対
象
4
0

歳
以
上
の
区
民

定
員
5
0

人

S
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

江
北

保
健
相
談
所

　
8
9
6
4
0
0
4

天
然
添
加
物
も

加
工
食
品
に
は
表
示

包
装
さ
れ
た
加
工
食
品
は
す
ぺ

て
、
名
称
や
製
造
者
住
所

、
氏
名

の
ほ
か
に
、
便
用
し
た
食
品
添
加

物
名
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す

。
こ

れ
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
が
商
品

選
択
さ
れ
る
場
合
の
目
安
の
一
つ

で
す
。

こ
の
食
品
添
加
物
の
表
示
方
法

が
昨
年
1
1
1月
に
法
律
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
猶
予
期
間
は
平
成
3
年
6

月
3
0日
ま
で
で
す
が
、
徐
々
に
新

し
い
表
示
の
加
工
食
品
が
店
頭
に

出
ま
わ
り
ま
す
。

改
正
さ
れ
た
主
な
点

▽
諸
外
国
と
同
様
に
、
合
成
・
天

然
を
区
別
せ
ず
、
す
べ
て
表
示

さ
れ
ま
す
。

▽
甘
味
や
着
色
な
ど
の
8
つ
の
用

途
で
使
わ
れ
る
食
品
添
加
物

は
、
用
途
名
と
物
質
名
が
併
記

さ
れ
ま
す
。

▽
合
成
以
外
の
天
然
添
加
物
は
、

厚
生
省
が
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。

※
リ
ス
ト
は
食
品
衛
生
担
当
の
窓

口
に
庸
え
て
あ
り
ま
す
。

▽
今
回
の
改
正
は
、
合
成
・
天
然

添
加
物
と
も
同
時
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
具
体
例
は
下
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
(
　
8
5
5
　
4
1
5
1
)

、千
住
保
健
所
(
　

8
8
8
4
2
7
7
)

改正後の表示例
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2月10

日

東京武道

館綾瀬に
オープン

平
成
2
年
2
月
1
0日
、
綾
瀬
地
区
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
約
2
年
間

の
工
事
を
終
え
、
オ
ー
ブ
ン
を
待
つ
だ
け
と
な
っ
た
東
京
武
道
館
。
施
設

全
体
が
山
並
み

。
雲
形
・
波
紋
。
人
々
の
群
れ
の
イ
メ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ

た
造
形
は
、
日
本
の
伝
統
武
道
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
落
ち
つ
い
た
雰
囲
気

で
す
。
今
回
は
、
オ
ー
プ
ン
を
前
に
、
東
京
武
道
館
の
主
要
施
設
を
皆
さ

ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

主
要
施
設
紹
介

東
京
武
遭
館
は
、
メ
イ
ン
遭
場

と
な
る
大
武
一

場
を
始
め
と
す
る
8

つ
の
フ
ロ
ア
ー
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
全
て
区
民
の
方
も
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

区
内
の

武
遭
家
た
ち
に
は
、
待

ち
に
痔
っ
た
施
設
と
な
り
そ
う
で

す
。大

武
道
場

1
階

日
ぷ
武
道
館
に
貮
ぐ
広
さ
の
覡

疲
フ
ロ
ア
ー
は
2
千
6
5平
方
町

小
学
校
の
体
育
館
の
お
よ
そ
3
倍

の
大
き
さ
。

剣
道
、
柔
道
、
弓
道
、
な
ぎ
な

た
、
空
手
遭
、
合
気
遭
な
ど
の
各

種
武
遭
競
技
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
レ

ー
ボ
ール
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
老
ど

の
武
道
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

観
覧
席
は
圃
定
が
千
瞋
『

仮

設
2
千
劭
席
、合
計
4
千
席
あ
り

、

全
国
大
会
や

、
国
瞭
試
色
な
ど
広

城
的
な
武
遭
交
流
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す

。

峻
瀬
の
町
で
有
名
な
武
道
家
の

姿
を
見
る
こ
と
が

、
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん

。

第
1
武
道

場

1
階

畳
敷
で
歟
道
、
合
鼠
遭
等
の
武

逎
用
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
一

を
外
せ
ば

、
辰
取
に

な
り

、
ほ
か
の
武
道
に
も
利
用
で

き
る
多
目
的
置
堤
に
な
っ
て
い
る

そ
「つ
で
す

。

大
き
さ
は

、
辺
平
万
む
(
蜃
で

跚
畳
)
、柔
道
の
公
式
試
合
場
が
2

面
と
れ
ま
す
。

第
2
武
道

場
　

2階

板
敷
で
利
用
す
る
剛
遭
、
な
ぎ

な
た
用
の
武
遭
場
で
す

。

遭
場
の
大
き
さ
は
第
1
武
遭
塲

と
同
じ
で
す
が
、
武
道
に
は
大
切

な
精
神
続
一
や
自
分
の
番
を
待
つ

た
め
の
控
え
の
空
間
か
設
け
ら
れ

て
い
ま
す

。

照
明
設
懈
に
も
工
夫
が
し
て
あ

り

、
天
井
か
ら
の
自
然
裸
光
を
利

用
し
て
い
ま
す

。

弓
道
場

1
・

2
階

1
陪
に
近
的
妬

、2
階
に
遠
的

耨
が
あ
り

、
敷
地
を
有
効
に
利
用

す
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
的
場
は

、射
程
距
離
3
べ
1
2

人
2
で

、
射
場
の
後
に
一

敷
の
控

え
の
間
か
設
置
し
て
あ
り
ま
す

。

遠
的
場
は

、
射
程
距
離
6
0む
で
1
0

人
立

、
郡
内
で
も
数
が
少
な
い

た
め

、
弓
道
裳
に
と
っ
て
は
、
非

常
に
期
待
の
も
て
る
施
般
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
一
ム
　

地
下
1
階

枷
平
方
a
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
ウ

ェ
イ
ト
ト
レ
ーニ
ン
グ
マ
シ
ン
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
の
各
種

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
か
設
一
さ
れ

て
い
て
、
ト
レ
ー
ナ
ー
か
利
用
者

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
指
導
を
し

て
く
れ
ま
す
。

健
康
体
力

相
談
室
　

地
下
1

階

ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
人
間
を
対

象
に
飃
康
や
体
力
、
武
道
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

て
く
れ
ま
す
。

体
刀
・
運
励
能
力
の
診
断
や
処

方
、
ス
ポ
ー
ツ
適
性
な
ど
健
康
や

体
力
づ
く
り
の
こ
と
な
ら
何
で

も

相
談
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ス
ボ

I
ツ
を
始
め
よ
う
と
い
う
力
に

は
、
非
常
に
頼
も
し
い
フ
ロ
ア
ー

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う

。

情
報
資
料

コ
ー
ナ
ー

1
階

全
国
、
全
都
の
武
道
に
関
す
る

情
報
を
集
め
、
個
人
や
団
体
に
必

要
に
応
じ
て
情
報
を
提
供
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
す

。
ま
た
武
遭
指
碍
者

の
紹
介
な
ど
も
し
て
く
れ
る
そ
う

で
す
。

研
修
室
　

2
階

武
遭
指
導
者
の
研
修
や
親
技
大

侖
時
の
補
助
蜃
と
し
て
便
用
し
ま

す

。
ま
た
団
体
で
あ
れ
ば
賢
切
り

利
用
も
可
能
で
す

。

利
用
あ
ん
な
い

□
休
館
日
と
開
館
時
間

休
館
日
は
毎
月
第
3

月
曜
日
(

た
だ
し

、
そ
の
日
が
祝
日
に
あ

た
る
塲
合
は
そ
の
翌
日
)
と
年
末

年
始
(
1
2月
2
8日
～
1
月
4
日
)
、

開
館
時
間
は

、
午
前
9
時
I
午
後

9
時
と
な
り
ま
す
。

□
貸
切
り
使
用
申
込
み

表
1
参
照

□
貸
切
り
申
込
み
受
付
時
間
　

乍
町
9
時
～
午
後
8
時

□
個
人
利
用
に
つ
い
て

表
2
穆
照

□
武
道
の
振
興
・
普
及
を
図
る
た

め
に
、各
種
教
室
を
行
い
ま
す
。

武
道
教
室

主
に
児
竃
・
生
徒
を
対
象
に
剣

遁

、
柔
遁

、
弓
道
等
の
教
室
を
開

き
、
武
逎
の
指
導
・
普
及
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
教
室

気
軽
に
体
を
勳
か
す
こ
と
に
よ

り

、隧
厭
の
保
持
・
増
進
を
図
り
、

さ
ら
に
自
ら
進
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
よ
う
中
・
高
齢
名
を
対

象
に
指
導
し
ま
す
。

公
開
指
導

剣
廼
、
柔
道
、
弓
道
、
な
ぎ
な

た
等
の
武
道
の

指
導
・
唇
及
・
発

宸
を
図
る
た
め
、
初
級
、
中
級
、

上
級
の
全
て
の
ク
ラ
ス
で
、
上
達

を
目
指
す
者
を
対
象
に
定
例
日
を

設
け
て
栢
4
し
ま
す
。

指
導
者
研
修
会
、
講
習
会
等

武
道
の
曾
及
・
発
展
を
図
る
た

め
、
武
道
の
指
導
に
た
ず
さ
わ
る

者
を
対
象
に
、
研
修
や
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

※
な
お
、
利
用
料
金
、
そ
の
他
畔

細
に
つ
い
て
は
、

東
東
武
道
館
A
　
(
5
6
9
7
)
2
1
1
1
V

へ

表1

表2

綾瀬駅の北側に建設
された東京武道館

北側観客用出入口
いたる所にΞ 角、ひし
形を覆調としたデザイ
ンが使われています

剣道、桑遭などの公式試合場か8 面とれる大武遭晒

東京武道館周辺案内図
区と乱では、武道館の建設にともない武道館の

周辺の公園、直路を整備しました。
リフレッシュしたあやせに遇びにきませんか。

江 戸 時 代

足
立
の
歴
史
の
紐
を
解
く

江
戸
時
代
、
千
佳
が
日
光
一

中
の
初
宿
と
な
る
や
、
足
立
は
、
め
ざ

ま
し
い
発
展
を
と
げ
ま
す
。
参
勳
文
代
や
日
光
柬
照
宮
へ
の
参
拝
な
ど
、

将
事
・
大
名
が
往
来
し
、
ま
た
文
人
一

客
も
大
男
足
立
を
訪
れ
ま
し

た
。
2
月
初
句
発
行
の

。
グ
ラ
フ
あ
だ
ち
k
a
‘
は
、
そ
ん
な
足
立
の

江
戸
時
代
の
歴
史
の
中
か
ら
、
将
一

に
か
か
わ
る
話
や
天
才
圖
衣
・
葛

魴
北
斎
、
鏝
絵
名
人
・
伊
豆
長
八
な
ど
を
特
集
。
発
行
に
先
立
ち
、
こ

こ
に
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

暴
れ
ん
坊
将
軍
?
吉
宗

〝
光
茶
釜
〟
で
一
服

江
戸
時
代
に
お
鷹
協
の
一
つ
で

あ
っ
た
足
立
。
歴
代
の
将
軍
も
、

た
び
た
び
鷹
秤
り
に
訪
れ
、
そ
の

逸
話
か
区
内
に
も
数
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。

ま
ず
は
、
皿
民
に
包
八
気
の
高

か
っ
た
、
八
代
将
叩
‥
余
に
ま
つ

わ
る
I
。
九
茶
滾
の
山
か
ら
・
=
　

時
は
剔
又
5
年
丁
7
4
0
、
・

哩
狩
り
に
來
て
い
た
剔
・
・
町
途
中
、
y

ぶ

ち
に

卮
い

、

近
く
の

お
荼
M

へ
巾

や
ど
り
・

抖
叭

咲
'の

突
然

の

汕
れ

に
、

お
り

の
h

人

は

び
っ

く

り
U

ハ

ヘ
ヘ

ーχ
-

と

、

か
し
こ

ま
っ

て
お

荼
を

出
す

く
つ

ろ

ぐ

捐
市

卜

爪
(

そ
の
目
に
と
ま
っ
た
あ
る
荼

旋
ひ
か
ひ
か
に
光
り
、自
分
の

ぶ
か
泱
つ
⊆
兒
え
焉
ほ
ほ
I
と
、

J
人
れ
の
良
さ
に
惑
隲
し
叭
を

八
す
汲
々
か
な
、千
や
朏
、る
か
か
に
　

・
錣
・
-
と
・
句
冰
む
。

こ
の
話
は
、j
E
山
中
の
人
き

な
話
閙
と
な
り
、り
袵
ゆ
か
り
の

応
洫
を
・
目
兄
よ
う
と
拶
す
な
川

す
な
の
人
盛
況
し

こ
の
茶
屋
が
千
庄
五
丁
目
に
お

住
ま
い
の
石
原
録
郎
さ
ん
の
お
宅
　

(
千
佳
新
橋
真
下
あ
た
り
に
あ
っ

た
の
を
、荒
川
掘
創
の
た
め
、現

在
旭
に
移
転
)
。;
n
゛
;
‘
　

江
戸
の
旭
誌
『
江
戸
名
所
図
会
』

に
載
っ
た
ほ
ど
有
名
だ
っ
た
「
光

茶
釜
≒
吉
宗
の
句
と
と
も
に
、气

石
原
さ
ん
の
お
宅
に
大
切
に
保
存

さ
れ
て
い
ま
す

。

千佳† 晒「ひかり莱がま」
(千佳Ξ 丁目 神野彦二氏蔵)

足
立
に
も
た
び
た
び
訪
れ
た

葛

飾

北

斎
自
ら
を
画
狂
人

と
号
し
、
釦
歳
で

そ
の
長
君
を
ま
っ

と
、つ
す
る
ま
で

、

世
に
数
万
点
の
作

品
を
残
し
た
葛
飾

北
淅

。

こ
の
天
才
浮
世

絵
師
・
北
斎
の
栖

い
た
絵
が
昭
和
5
8

印
、西
断
井
大
師

で
発
見
さ
れ
ま
し
　
y

4

た
い
I
I
I

ペ

「
弘
法
大
師
修
I

法
図
」が
そ
れ

。黒

一
色
の
背
景
の
中

で
、
同
亊
か
必
死

に
祈
願
し
て
い
る

弘
法
大
師
に
鬼
が
襲
い
か
か
ろ
「つ

と
し
て
い
る
絵
柄
で
、縦
圀
り
町

横
鴣
?
气
軸
装
も
含
め
る
と
1
0

畳

闃
い

っ
ば

い
に

広

が
る
巨

大
な

も

の

。

北
斎

の

作
品
で

は

、
最
大

級

。な
ぜ

、
北

斎
は

西
新

井

大
師
に

こ

の
よ

う
な

巨
大

な

絵
を
残

し
た

の

か
?

当

時

、
西
新

井

大
師
に

は

、
多

く
の

文
人

愚
客

が

訪
れ

、

作

品
を

残
し

て
い

る

。
そ

れ
ら
の

中
に
北

斎
の

友
人

も
お

り

、
そ
の

緑

で
・・『
。
し

か
し

、
又

献

等
の
賢

科
も
な
く
、
明
確
な
内
曹
は

、
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
北
斎
は
そ
の
代
表

作
「
一

家
三
十
六
蒹
」
の
中
で
足

立
を
「
武
州
千
佳
」「
従
千
佳
花
衝

眺
望
ノ
不
二
」
「
隅
田
川
関
屋
の

里
」
の
3
点
で
描
い
て
お
り

、
足

立
に
も
た
び
た
ぴ
足
を
浬
ん
で
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

生
唾
9
0回
以
上
も
引
逮
し
を
し

た
と
言
わ
れ
る
北
斎

。
も
し
か
す

る
と
千
匡
あ
た
り
に
僅
ん
で
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

。

弘
法
大
師
修
居
図
(

複
製
)

鏝
絵
の
神
様
　
足
立
を
塗
る

伊
豆
の
長
八

漆
喰
を
便
い

、鏝
で
形
を
作
り
、

彩
色
し
て
い
く
鰻
絵

。江
戸
時
代
、

こ
の
鏝
絵
の
世
界
で

独
痔
の
技
法

と

抜

群
の
天

分

で

一

時
代

を
桑

い

た

伊

豆

長

、八

。
現
窟
で

も

、

左

官

職
人
の

鬨

で

は

、
鏝

嶮
の

檸
檬

的
存

在
と

な

っ

て

い

ま

す

。絵
を

囲

む
額

緑
も
本
初
の
木
や
竹
と
見
分
け
か

つ
か
な
い
ほ
ど
見
事
に
塗
り
上
げ

て
し
ま
う
長
八

。
そ
の
作
品
は

、

花
び
ん

、
掛
軸

、
仏
像
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す

。

乱
内
に
も
数
多
く
あ
っ
た
長
八

の
作
品
も
麗
災
や
空
襲
な
ど
で
そ

の
ほ
と
ん
ど
か
失
わ
れ
、
散
貞
の

存
在
か
確
認
さ
れ
て

い
る
だ
け
。

現
在
、
区
内
に
は

、
橋
戸
稲
荷

神
社
の
「
夫
婦
狐
」
、
檮
原
一
丁
目

・
一

澤
孝
之
さ
ん
所
有
i

汲
み

の
図
」、千
庄
二
丁
目
・
田
辺
雅
明

さ
ん
所
有
『
女
人
像
』
の
3
貞
が

残
っ
て
お
り

、
貴
暄
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す

。
そ
の
作
品
の
で
き

ぱ
え
も

、
長
八
の
故
瓶
、
伊
豆
の

松
崎
に
践
る
作
品
を
も
し
の
ぐ
ほ

ど
す
ぱ
ら
し
い
も
の
で
す
。

(
千
住
二
丁
目

田
辺
雅
明
氏
數
)

鏝 給 「 女 人 像 」

く
わ

し

く

は

「グ
ラ
フ
あ
だ
ち
N
o
.

2
1」
で
紹
介

「
グ
ラ
フ
あ
だ
ち
卮
2
1」
は

、

汪

戸
の
あ
だ
ち

、
雲
の
上
下
″

と
S
し
て

、
江
戸
時
代
の
足
立
の

話
題
を
将
耳
ゆ
か
り
の
人
々
の
詁

も
盛
り
込
み

、
よ
り
く
わ
し
く
こ

紹
介
し
て
い
ま
す
。2
月
初
旬
か

ら
町
会
ご
と
に
回
覧
し

、
各
区
民

事
務
所
の
窓
口
で
も
配
布
(
無
料
)

し
ま
す
。
ぜ
ひ

、ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

朮
庁
舎
・
広
賀
課

眤
1
1
1
1

㈹

シ

リ ー ズ

足 立

の

文 化財

鏝
絵
・
潮
汲
み
の
図

(伊
豆
長
八
作
)

(
足
立
区
登
録
有
形
文
化
財
・
工
芸
品
)

所
有
者
…
柳
原
1
-
1
1
-
2
5
　
冨
澤
孝
之
氏

こ
の
哈
は
、
冪
澤
家
に
伝
わ
る

鏝
哈
の
名
人
・
伊
一
9
長
八
(
1
8
1
5

～
1
8
8
9
)

の
作
品
で
す
。

伊
豆
半
島
の
山
腹
か
ら
、
遠
く

大
魯
を
望
み
、
砂
浜
の
皿
塩
作
業

を
循
い
た
も
の
で
、
烱
汲
み
の
崎

景
が
巧
み
に
描
写
さ
れ
て
い
ま

す
。江

戸
時
代
、
累
憚
覃
は
左
官
材

科
を
取
り
扱
う
睚
家
で
あ
り
、
長

八
か
傑
川
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
に

観
交
か
あ
り
、
そ
の
当
時
に
こ
の

乍
品
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

長
八
は
、
幕
末
か
ら
明
治
中
ご

ろ
に
か
け
て
、左
官
の
名
工
、鰻
絵

の
大
歌
と
し
て
知
ら
れ
ま
し
た
。

伊
豆
人
初
臆
に
よ
る
と
、「
畏
八

は
姓
を
入
江
、
伊
豆
国
松
崎
の
生

ま
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
伊
豆
長

八
と
呼
ば
れ
る
。
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
鏝
工
に
な
ろ
う
と
思
い
、
1
2繻

の
時
に
関
仁
助
の
弟
子
と
な
り
、

以
来
左
官
の
か
た
わ
ら
、
画
法
の

研
究
に
没
頭
す
る
よ

う
に
な
っ

た
」
と
あ
り
ま
す
。

峽
は
、
伊
豆
と
江
戸
の
関
を
往

溲
し
、
精
力
的
に
製
作
活
励
を
続

け
、
多
く
の
作
品
を
残
し
ま
し
た

が
、
震
災
、
峨
災
の
た
め
多
く
の

作
品
を
消
失
し
、
今
日
で
は
そ
の

数
も
少
な
く
、
貫
重
な
変
化
財
で

す
。

シリーズ　身 近な自然 9

サ ザ ン カ

1
月
の
下
旬
、
街
で
は
生
也

や
庭
な
ど
に
毒
や
ピ
ン
ク
や
白

の
花
を
つ
け
た
サ
ザ
ン
カ
が
、

あ
ち
こ
ち
で
咲
い
て
い
る
の
が

目
に
つ
き
ま
す
。
花
が
最
も
少

な
い
時
期
だ
け
に
、
一
段
と
そ

の
鮮
や
か
さ
が
印
象
的
で
す
。

「
あ
れ
つ
、つ
ぱ
き
か
な
?

」

と
思
う
ほ
ど
サ
ザ
ン
カ
は
、
花

や
薺
、実
が
椿
に
以
て
い
ま
す
。

し
か
し
よ
く
観
察
す
る
と
多
く

の
点
で

耄
う
の
が
わ
か
り
ま

す
。
椿
は
落
ち
椿
と
恚
わ
れ
る

よ
う
に
、
花
か
終
わ
る
と
花
冠

と
そ
れ
に

く
つ
つ
い
て

い
る

「
お
し
べ
」
の
た
ぱ
か
、

い
っ
し
ょ
に
薮
け

落
ち

て
、
王
冠
の
よ
う
な
形
で

池
上
に
落
ち
ま
す
。
し
か

し
、
サ
ザ
ン
カ
は
花
び
ら

が
1
枚
ず
つ
分
か
れ
て
お

り
、
お
し
べ
も
根
元
が
簡

状
に
合
着
し
て
い
な
い
の

で
パ
ラ
バ
ラ
に
落
ち
て
い

き
ま
す
。
ま
た
め
し
べ
の

観
元
の
子
房
や
果
実
、
花

を
つ
け
て
い
る
若
枝
な
ど

に
、
短
い
毛
か
あ
る
の
も
櫻
と

は
大
き
な
相
違
点
で
す
。

こ
の
サ
ザ
ン
カ
、
も
と
も
と

は
九
州
や
四
国
な
ど
の
暖
地
の

山
中
に
自
生
し
て
い
る
の
で
す

が
、
野
生
の
栫
が
赤
い
花
を
つ

け
る
の
に
対
し
、
サ
ザ
ン
カ
は

野
生
の
も
の
は
、
白
い
花
を
つ

け
ま
す
。
し
か
し
嘔
と
同
様
、

江
戸
時
代
い
ろ
い
ろ
な
園
芸
品

種
が
作
ら
れ
、
今
に
至
っ
て
い

ま
す
。

中
国
で
は
栫
を
山
菜
、
サ
ザ

ン
カ
を
茶

楯
と
I

く
そ
う
で

す
。
和
名
の
サ
ザ
ン
カ
も
初
め

は
、
演
宇
ど
お
り
、
サ
ン
ザ
ヵ

(
山
茶
花
)
と
呼
ん
で
い
た
も

の
が
い
つ
の
ま
に
か
サ
ザ
ン
カ

と
転
化
し
た
も
の
で
、
日
本
晒

に
は
よ
く
あ
る
そ
う
で
す
。

写
真
で
た
ど
る

足
立
た
い
む
と
ら
べ
る

えっ?〝綾瀬駅〟! ?
写真は、国贋「陵瀕駅」。撮彫は昭和24年の
夏ごろです。
現在の綾瀬鈬からは想像できないほどのど

かな耳景です。
ことしは、東京武道館のオープンとともに
只前の公園整備などが進められます。
写真は今から40年前。では羽年後の綾瀬は

どんな町になっているのでしょうか。
写真提供…腰見幸男さん( 千佳辱町)

現
在
の
綾
瀬
駅

昔の写真を募集します
こ の コ ー ナ ー に 覆 供 し て い た だ け る 薈 の

写 真 か あ り ま し た ら ご 連 絡 く だ さ い 。

遭 絡 先 搴 斤 龠 ・ 広 細 ● 　882- l l l 】(代)
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老
人
福
祉
の
ご
あ
ん
な
い

4
月
か
ら
の
利
用
者
募
集

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ね

た
き
り
や
詞
弱
な
お
と
し
よ
り
が

自
宅
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
ま
た
こ
れ
ら
を
未
然
に
予
防

す
る
た
め
の
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
つ
て
い
ま
す
。

今
回
、
4
月
か
ら
の
デ
イ
ホ
ー

ム
・
機
能
訓
練
前
期
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

利
用
期
間
4

月
I
9
月
(
6
ヵ

月
間
)

担
当
地
域

▽
は
な
は
た
(
花
畑

4
-
3
9
丿
1
0
)
=・
国
道
4
号
線

東
側

▽
柴
磨
園
(
入
谷
3
j
　
3
-
6
)

・・・
国
道
4
号
線
西
側

対
象
・
定
員
・
費
用

左
上
表
の

と
お
り

申
込
方
法

直
接
窓
囗
へ

申
込
期
限
1

月
3
1日

※
別
表
の
と
お
り
、
随
時
受
け
付

け
て
い
る
事
業
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老

人
福
祉
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

高齡者在宅サーピスセンターの
デイホーム事笑

4月～9月利用者募集事業

随時 受 け 付け 事業

● 宦簷介膕者激靈・相談については、匁途日畤を酘定し暮瘢しS す。

● シヨートスティ・ミドJ しスティの賢用は4 月から1, 890 円になりま可。

ご
利
用
し
ま
せ
ん
か

老
人
日
常
生
活
用
具

区
で
は
、
在
宅
の
お
と
し
よ
り

の
方
の
日
常
生
活
が
よ
り
過
ご
し

や
す
く
な
る
よ
う
に
、
老
人
日
常

生
活
用
具
を
必
要
と
さ
れ
る
方
に

支
紿
し
て
い
ま
す
。

対
象
6
5
歳
以
上
の
ね
た
き
り
。

ひ
と
り
暮
ら
し
お
よ
び
高
齡
世

帯
の
方

※
所
得
に
C
じ
、
一
部
費
用
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

支
紿
品
目
(
1
)
特
殊
寝
台
(
2
)
浴

槽
(
3
)
湯
沸
器
(
4
)
マ
ッ
ト
レ
　

ス
(
5
)
エ
ア
ー
パ
ッ
ト
(
6
)
便
　

座
(
7
)
特
殊
尿
器
(
8
)
入
浴
担
　

架
(
9
)
体
位
変
換
器
(
1
0
)
火
災
　

齧
報
器
(
1
1
)
目
動
消
火
装
趾
　
(

1
2
)
電
磁
調
理
器
(
1
3
)
ガ
ス
安
全
　

シ
ス
テ
ム
(
1
4
)
介
護
用
車
イ
ス
　
(

1
5
)
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
(
1
6
)
難
燃
　

性
寝
抖
(
1
7
)
洗
髪
器
(
1
8
)
空
気
　

潸
浄
器

※
ひ
と
り
暮
ら
し
お
よ
ぴ
高
齢
世

帯
の
方
は
、(
1
0
)
～
(
1
3
)
の
み
。

s
用
負
姐
基
準

左
上
表
の
と
お

り
申
込
・
問
合
せ
先

管
轄
の
福
祉

事
務
所
(
足
立
　
瞋
3
1
4
1

、

中
部
　
8
8
9
1
4
8
1
、
東
部
　

6
0
5
7
1
0
5
、
西
部
　
8
9
7
5
0
　
1
1

、
北
部
　
8
8
3
6
8
0
0
)

老人日常生 活用具等給付 事業費用負 担基準

爨 考

1 「扶養親族等」とは、所得税法( 昭和40年法律篶33号) に規定覃る扶
養親族および控除対象配偶者をいいま可。

2 「2 人世帯」とは、生計中心者に扶養親族等が1 人いる場合をいい、
9 人世帯j とは、生計中心者|こ扶養靦族辱がない楊合をいいます。31
月から6 月までの給付等については、前々年の所得を蟇準とし
ま尊。

4 扶養睨族等か所得税法に規定l る老人扶養親簇または老人控除対象
配岡者( 以下「老人扶養親族」という) である櫑合は、この表に蟇づ
く所樗基準額に当骸老人扶曩親族等1 人につき60、0001円を加算するも
のとします、

喜
寿
・
傘

寿
・
米

寿

マ
ッ
サ
ー
ジ
券
は

3
月
1
5日
ま
で

昨
年
9
月
に
喜
寿
・
傘
寿
・
米

寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
お
配
り
し

た
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
の
使
用
期
限
は

3
月
1
5日
で
す
。

ま
だ
、
券
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

券
の
使
用
が
で
き
る
施
術
師
一

覧
表
は
。
券
と
い
っ
し
ょ
に
同
封

し
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、
出
張
料

を
自
己
負
担
す
れ
ぱ
、
自
宅
で
施

術
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

社
会
福
祉
S
議
会
　

8
8
8
1
5
5
0

あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
の

足
立
あ
い
あ
い
公
社

福
祉
公
社
の
名
称
と
マ
ー
ク
決
ま
る

区
は

、
今
年
4

月
に
設
立
す

る
福
祉
公
社
の
名
称
を

『
足
立

あ
い
あ
い
公
社

』、ま
た
、
シ
ン

ポ
ル
マ
ー
ク
を
下
図
の
と
お

り
、
決
定
し
ま
し
た

。

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま

れ
る
公
社
に
し
た
い

。
そ
ん
な

願
い
を
込
め
て
、
昨
年
H
月
に

名
称
と
マ
ー
ク
を
募
集
。
そ
の

入
選
者
の
作
品
を
ペ
ー
ス
に
、

分
か
り
や
す
く
、
公
社
の
イ
メ

ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し

ま
し
た
。

「
あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
の
あ

い
あ
い
公
社
で
す
」
が
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
。
公
社
が
、
大
き

く
た
く
ま
し
く
育
つ
よ
う
ご
支

援
を
お
頤
い
し
ま
す
。

A
高
齡
化
社
会
対
策
室
　

職

員

募

集

区
役
所
・
電
話
交
換

職
橦

電
話
交
換

募
集
人
a

若
干
名

採
用
予
定
月
日
4

月
1
日
以

降
資
格

昭
和
2
5年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
電
話

交
換
取
扱
者
認
定
を
受
け
て

い
る
方

選
考
日
2

月
2
3日
(
金
)

申
込
方
法

履
歴
書
お
よ
ぴ
認

定
書
の
写
し
各
1
通
を
持

参
、ま
た
は
郵
送

受
付
時
間

午
前
9
時
～
午
後

5
時
(
土
疆
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
期
限
2

月
5
日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

人
亊
係
(

千
住
―
-
4
-
1
8
　

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

障
害
者
通
所施

設
指
導
員

区
内
の
障
害
者
通
所
施
般
で

働
く
指
導
貝
を
募
集
し
ま
す

。

募
集
人
a

男
性
若
千
名

施
設
お
よ
び
助
務
の
内
容

▽
あ
か
し
あ
の
家
(
2
ヵ
所
)
　

…
車
い
す
利
用
者
な
ど
重
度

の
身
体
陣
售
者
の
訓
練
施
設

で
す

。作
業
・
機
能
訓
練
の
指

導
お
よ
ぴ
介
護
を
指
導
貝
が

行
い
ま
す

▽
ひ
ま
わ
り
作
巣
所
(
5

ヵ

所
)
・
=知
恵
お
く
れ
の
人
た

ち
の
作
業
所
で
す
。
中
軽
度

者
へ
の
作
業
指
導
、
重
度
者

へ
の
作
業
・
生
活
指
導
を
指

導
貝
が
行
い
ま
す

※
施
設
の
運
営
は
、
民
閧
の
障

害
者
団
体
が
行
つ
て
い
ま
す

が
、
運
営
費
に
つ
い
て
は
区
が

補
助
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

あ
か
し
あ
の
家
・
:

小
熊
(
　
朏
4
4
7
8
)

▽

ひ
ま
わ
り
作
業
所
・・・
山
岸

(
　
朏
7
1
0
9
)

A
障
害
橲
祉
課
　

おとしよりの方ヘ

民 間ア パート を
あっせんし ます

区
で
は
、
お
と
し
よ
り
の
方
に

民
間
ア
パ
ー
ト
を
あ
っ
せ
ん
し
て

い
ま
す
。

住
宅
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る

方
は
、
区
内
に
1
年
以
上
お
住
ま

い
の
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

方
で
、
次
の
要
件
を
備
え
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

▽
6
5歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
だ
け

の
世
帯

▽
健
康
で
経
済
的
に
独
立
し
て
日

常
生
活
を
営
め

る
方

▽
立
ち
退
き
要
求

を
受
け
て

い

る
、
ま
た
は
安

全
・
健
康
上
著

し
く
環
境
の
悪

い
庄
宅
に
住
ん

で
い
る
方

▽
身
元
保
証
人
が

辱
ら
れ
る
方

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人

福
祉
係

8
8
2
-―I
I
　

㈹

高齢者住宅あつせんのしくみ

く
ら
し
の

情

報

福
祉

ご
利
用
く
だ
さ
い

授

産

場

千
庄
元
町
授
産
場
で
は
、
現

在
定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

就
職
が
困
離
な
方
は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象

▽
6
0歳
以
上
の
方

▽

生
計
の
困
難
な
方

仕
S
の
内
容

箱
折
り
、
鉛
筆

の
箱
詰
め
、
そ
の
ほ
か
簡
単

な
手
内
職
な
ど

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
元
町

授
産
場

　
8
8
1
5
5
4
8

通
所
者
(
児
)
・
技
能

講
習
会
受
講
者
募
集

平
成
2
年
度
・
心
身

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
2
年
4
月
か
ら
の
幼

児
部
、
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

部
、
職
業
前
馴
練
部
の
通
所
訓

練
希
望
者
と
技
能
講
習
会
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

幼
児
部
、
職
業
前
訓
練
部
は

竹
の
筱
の
心
身
嘩
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
と
技
能
講
習
会
は

、
4
月

閲
設
予
定
の
東
部
阻
書
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す

。

※
技
能
講
習
会
の
申
し
込
み
期

限
は
2
月
1
5日
で
す

。
費
用
は

実
費
負
担
と
な
り
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
係

図
6
1
7
1

生
活

環
境

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
ヘ

住
居
表
示
整
備
か
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入

等
の
手
煢
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
け
出
に
は
、
建
築
呟
認
s
一

式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
係

8
8
0
5
0
3
1

縦
覧
し
て
い
ま
す

都
市
計
画
変
更

区
で
は
次
の
都
市
計
画
の
変

更
を
し
ま
し
た
。

□
柬
京
都
市
計
圖
一
団
地
の
住

宅
施
設
(
北
應
浜
団
地
)
の
変

更区
域

鹿
浜
二
丁
目
地
内

告
示
年
月
日
1

月
1
1し日

縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先

本
庁

舎
・
都
市
計
圃
係

靦
1
1
1
1

㈹

相
談

税
務
相
談
・

交
通
事
故
相
談

お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

□
税
務
相
鹸

曰
眄

毎
週
金
曜
日
、
午
後
1
　

時
～
4
時

内
容

相
綉
税
、贈
与
税
、所
得

税
な
ど
税
金
に
関
す
る
こ

と
。
亊
業
経
理
に
つ
い
て

申
込
方
法

電
話
予
約

□
交
通
事
故
相
談

日
時

日
曝
・
祝
日
、
第
2
・

4
土
曜
日
を
除
く
毎
日
、
午

前
9
時
～
午
後
4
時
(
土
曝

日
は
正
午
ま
で
)

内
容

損
害
額
積
算
、
示
談
方

法
、
保
険
金
請
求
に
関
す
る

こ
と
な
ど

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

い

ず
れ
も
本
庁
舎
・
区
民
相
鮫

室

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

心身障 害福祉センタ ーの募集
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新しく なつた
年金あれこれ

国

民

年

金

Q
&
A

Q
年
金
関
連
法
が
成
立
し

た
そ
う
で
す
が
、
年
金

額
な
ど
変
更
さ
れ
た
主
な
と
こ
ろ

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
1
2月
2
2日
に
、
公
布
、

改
正
さ
れ
た
国
民
年
金

法
の
主
な
と
こ
ろ
を
上
げ
る
と
次

の
3
点
に
な
り
ま
す
。

年
金
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た

▽
ま
ず
第
一
に
、
す
ぺ
て
の
年

金
が
、
平
成
元
年
4
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
上
げ
率
は
、
年
金
の
種
類
な

ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

昨
年
4
月
か
ら
の
差
額
分
は
、

平
成
2
年
2
月
に
、
新
年
金
額
と

合
わ
せ
て
支
給
し
ま
す
。た
だ
し

、

老
齡
福
祉
年
金
は
、
差
額
分
の
み

で
す
。
新
年
金
額
の
改
定
通
知
S

は
、
1
月
2
4日
に
発
送
し
ま
す
の

で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

支
払
月
が
変
わ
り
ま
す

▽
二
つ
め
は
、
老
齡
福
祉
年
金

を
除
く
ど
の
年
金
も
、
4
月
か
ら

支
払
い
月
が
年
6
回
偶
数
月
と
な

り
、
支
払
日
も
そ
の
月
の
1
5日
に

ま
と
ま
っ
た
点
で
す
。

。

今
ま
で
は

、
年
金
の
種
類
に
よ

り
支
払
い
回
数
も
支
払
日
も
ま
ち

ま
ち
で
し
た
が
、
分
か
り
や
す
く

こ
ま
め
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
1
5日
が
土
曜
、

日
晦
、
ま
た
は
祭
日
の
場
合
は

、

休
み
明
け
が
支
払
日
と
な
り
ま

す
。

支
払
月
が
変
更
す
る
年
金

▽
国

民
年
金
の
老
齡
基
礎
年
金
・
通

算
老
齢
年
金
・
障
害
基
礎
年
金

・
遺
族
基
礎
年
金
・
昭
和
6
1年

4
月
以
降
に
受
給
権
の
発
生
し

た
寡
婦
年
金

▽
厚
生
年
金

変
更
後
支
払
月
2

・
4
・
6
・

8
・
1
0・
1
2月
の
年
6
回
(
従

来
は
、
2
・
5
・
8
・
1
1月
の

年
4
回
)

▽
三
つ
め
に
、
年
金
額
が
、
全

国
消
費
者
物
価
指
数
に
遅
勳
し
た

「
完
全
自
勳
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」

と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

。
こ
れ
か
ら
は
、
毎
年
4
月
分
か

ら
自
勣
的
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先

▽
国
民
年
金
・・・
中
央
本
町
庁
舎

・
国
民
年
金
課
推
進
係
(
　
8
8
0
　
5
1
5
1

、
制
度
の
改
正
)

・

給
付
係
(
　
8
8
0
5
1
6
5
、
年

金
の
受
給
額
)

▽
厚
生
年
金
・・・
足
立
社
会
保
険

亊
務
所

　
刪
0
1
1
1

保
険
料
は

確
定
申
告
「
所
得
控
除
」の

対
象
に
な
り
ま
す

平
成
元
年
1
月
か
ら
1
2
月
ま
で

の
1
年
間
に
納
め
た
国
民
年
金
の

保
険
料
は

、そ
の
全
額
が
「
社
会
保

険
料
控
除
」と
し
て
所
得
か
ら
差

し
引
か
れ

、
課
税
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん

。
所
得
税
や
住
民
税
の
申

告
の
際
に
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い

。

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
な
ど
、
ご
主
人
の
年
末
調
整

で
、
す
で
に
申
告
済
み
の
方
は
、

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
国

民
年
金
課
保
険
料
係8

8
0
5
1
6
1

平成元年度年金額

伊豆高原・湯河原

あだち荘
4 月分の利用案内

4
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は
、

右
表
の
と
お
り
で
す
。

(
ガ
キ
は
、1
保
養
所
、I
グ

ル
ー
プ
(
区
内
在
住
・
在
勦
者
の

み
)
、1
枚
に
限
り
ま
す

。重
復
申

し
込
み
や
、
期
隕
を
過
ぎ
た
甲
し

込
み
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘

2
月
の

休
館
日

伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘
の
2
月
の

休
館
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。こ

の
日
は
宿
泊
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
2
月
1
3・
1
4・
1
5・
2
7・
2
8日

■
1
牋
丿
翦
髷
丿

黔
い
1
認
囑
を
希
圃
す
る
方
は
、八

湯河原あ だち荘

消
費
者
相
談

ご
注
意
く
だ
さ
い

幼
児
の「
英
会
話
教
室
」

「『
小
さ
い
う
ち
か
ら
、
英
会

話
に
親
し
み

、
英
晤
に
強
い
子

ど
も
を
育
て
よ
う
。
幼
児
の
英

会
話
教
室
、
勁
円
で
体
験
入
学

受
付
中
』
と
い
う
新
聞
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
を
見
て

、
子
ど
も

を
英
会
話
教
室
に
連
れ
て
行
つ

た

。
す
ぱ
ら
し
い
教
え
方
で

、

月
謝
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ

た
の
で
、入
学
手
続
を
と
っ
た
。

す
る
と
、3
年
分
も
の
教
材
を

1
5万
円
程
で
買
わ
さ
れ
て
し
ま

っ
た

。
実
際
に
入
学
し
て
み
る

と
、
体
験
入
学
の
時
と
は
ち
が

い
、
教
え
方
の
へ
た
な
先
生
ぱ

か
り
だ
っ
た
。
そ
こ
で
「
散
室

を
辞
め
た
い
」
と
言
う
と
『
そ

れ
は
い
い
が
、
教
材
の
購
入
契

約
の
解
約
に
は
応
じ
な
い
』
と

言
わ
れ
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

だ
ろ
う
か
…
…
」
と
い
う
相
談

が
、
竹
の
塚
の
数
人
の
主
婦
か

ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
や
「
国
際
化
」の
時
代
。

英
会
話
の
苦
手
な
日
本
人
に
と

っ
て
、
幼
児
期
か
ら
の
英
会
話

学
習
は
す
ぱ
ら
し
い
も
の
に
思

え
ま
す
。
で
も
、
そ
う
し
た
親

の
心
理
に
ね
ら
い
を
つ
け
、
必

要
以
上
の
教
材
を
ま
と
め
て
賈

わ
せ
て
、
も
う
け
よ
う
と
す
る

悪
質
な
業
者
も
中
に
は
い
ま

す
。高

価
な
教
材
を
ま
と
め
て
賈

わ
せ
る
業
者
に
は
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
契
約
の
時
は
十

分
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

も
し
契
約
を
し
て
し
ま
っ
て
か

ら
「こ
の
教
室
へ
ん
だ
な
」
と

思
つ
た
ら
、
す
ぐ
消
費
者
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
(
　
8
8
0
5
3
8
0
)
へ
。

掲示
板

□
無
料
法
律
・
法
務
総
合
相
鮫

所
を
開
設
し
ま
す

日
時
1
月
2
9
・
3
0
日
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時
(
受
付
は
　

午
後
3
時
ま
で
)

塲
所

新
ジ
イ
ド
ビ
ル
2

階

(
松
坂
屋
上
野
店
第
2
別
館

前
、
　
眤
1
1
1
1
)

内
容

▽
法
律
に
関
す
る
も
の

▽
公
正
証
書
(
遺
岔
等
)
の

作
改
に
関
す
る
も
の

▽
人

権
に
関
す
る
も
の
(
い
じ
め
、

体
罰
に
閲
す
る
も
の
を

含

む
)
等

主
催

東
京
法
務
局
お
よ
ぴ
東

亰
都
人
権
擁
謾
委
貝
連
合
会

問
合
せ
先

東
亰
法
務
局
人
権

擁
護
部

　
Ⅲ
6
2
3
1

□
「
家
庭
の
悩
み
」
電
話
相
駁

曰
時
2

月
5

日
～
7
日

、
午

前
9
時
～
正
午
お
よ
び
午
後

1
時
I
4

時

電
話
番
号
　
沺
2
8
5
5
～

内
容

夫
婦
不
和

、
離
婚
、
嫁

と
姑
、
扶
養
な
ど
家
庭
生
活

に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ
先

柬
亰
都
・
都
民
相

談
課

　
2
1
2
5
7
5
5

□
公
社
新
規
賃
貸
住
宅
「
コ
ー

シ
ャ
「
イ
ム
譽
江
町
五
丁
目
」

の
募
集

所
在
地

江
戸
川
区
春
江
町
5
　

ふ
9
-

上

都
営
新
宿
繚
「
一

之
江
駅
」下
車
、
徒
歩
8
分
)

募
集
戸
数
1
7
9
戸

構
造
・
間
取
り

鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
7

階
建
―

棟
、
2
D
K
I
4
D
K

モ
デ
ル
ル
ー
ム
公
関
2

月
1
0
　
8
1
7

日
、
午
前
1
0時
～
午
後

4
時

入
居
予
定
2

年
7
月
下
旬

申
込
方
法

公
社
所
定
の
往
復

(
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
配
入

申
込
期
限
2

月
1
9日
消
印
有

効
ま
た
は
2
月
2
2日
渋
谷
郵

便
局
必
着

※
特
別
責
格
者
は
、
公
社
に
2

月
2
0日
ま
で
に
匱
接
持
参
。

く
わ
し
く
は
、都
住
宅
供
給

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
(
渋
谷
区

渋
谷
―
|
1
1
(
1
1
2
諸
戸
ビ
ル
、

4
0
9
4
5
2
2
)
へ
。

□
柬
京
都
社
会
事
業
学
校
の
生

徙
募
集

出
願
期
間
▽
郵
便
受
付
・
・
・
2
　

月
1
3
日
～
1
7
日
(
消
印
有
効
)

▽
窓
口
受
付
・
・
・
2
月
1
6
・
1
7
　

日
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
　
　

(
1
7日
は
正
午
ま
で
)

受
付
場
所

東
京
都
社
会
事
業

学
校
(

〒
1
6
9新
宿
区
北
新
宿

?
6
-
I
)

※
願
S
の
郵
送
希
望
は
、7
2円

切
手
を
は
っ
た
宛
先
明
記
の
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
受
付
場
所

へ
。

選
考
曰

▽
筆
記
…
2
月
2
6日

▽
面
接
・・・
2
月
2
8日
～
3
月

2
日

S
用

▽
受
験
料
・
入
学
料
…

い
ず
れ
も
鴎
円

▽
授
業
料

・
:月
額
千
円
(
予
定
)

※
学
校
の
概
要
説
明
会
を
2
月

3
日
(
土
)
、午
前
1
0
時
～
正
午

に
、
本
校
講
堂
で
行
い
ま
す

。

問
合
せ
先

東
亰
都
社
会
事
業

学
校

　
知
6
5
1
5

ひ

ろ

ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
搴
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。

【投
稿
規
程
】サ
ー
ク
ル
燐
報
、催
し
も
の
な
ど
の
案
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
/
営
利
・
宗
教
・
政
治
目
的
の
も
の
、

会
費
が
月
額
3
千
瞋
円
を
超
え
る
も
の
、投
稿
内
容
が
不
爾

な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
先
柵
順
/
1
団
体
1
事
業
/

3
ヵ
月
閧
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
ま
と
め
、住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、団
体
名
、費
用
(
金
額
・
使
途
)
、

電
話
連
絡
先
を
明
記
し
て
、郵
送
ま
た
は
持
参
/
採
否
は
運

絡
し
ま
せ
ん
/
掲
載
後
の
麦
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
啼
切
り

は
、
発
行
日
1

ヵ
月
前

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
1
2
0千
住
1
-
4
-
1
8
)

=
催
し
物
=

☆
足
立
区
民
大
会
ス
キ
ー
竸
技

会
2
月
4
日
(
日
)
/
浅
貝

ス
キ
ー
場
/
2
千
円
/
回
転
/

パ
ム
ス
ポ
ー
ツ
　
8
8
2
7
9
0

☆
足
立
オ
ペ
ラ
友
の
会
コ
ン
サ

ー
ト
2
月
1
9
一
日
(
月
、振
休
)

午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
/
竹
の

塚
セ
ン
タ
ー
4
階
ホ
ー
ル
/
歌

曲
と
オ
ペ
ラ
「セ
ビ
リ
ヤ
の
理

髪
師
」の
(
イ
ラ
イ
ト
/
会
員

瞋
円
、一
般
千
峩
円
/
新
入
会

貝
募
集
中
、入
会
金
沺
円
、年

会
費
3
千
円
/
塩
谷
　
巍
6

☆
足
立
ア
マ
樊
展
(
4
月
2
6
曰

～
3
0
曰
)
作
品
募
集
搬
入
4

月
2
5
日
(
水
)
、午
前
1
0
時
3
0
分

～
午
後
2
時
/
搬
出
4
月
3
0
日

(
月
)
、午
後
3
時
～
5
時
/
西

新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
会
員

も
募
集
中
/
杉
本
・
I
M
I
I
　

I
募
集
=

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
ひ
ま
わ
り
サ

ー
ク
ル
)
月
4
回
火
燿
日
、

午
前
1
0
時
～
正
午
/
千
住
酒
販

会
館
(
千
住
1
1
8
)
/
女
性

の
み
初
心
者
か
ら
/
内
藤
　

8
0
1
6
4
2
8

☆
茶
遭
サ
ー
ク
ル
(
襄
千
家
)

毎
月
第
1
・
3
土
曝
日
、午
浚

1
時
～
5
時
/
東
和
セ
ン
タ
ー
/

月
額
3
千
円
/
森
田
・
1
6
2
0

☆
剣
遭
3
ヵ
月
体
験
教
童
(
鑠

心
剣
濳
会
)
毎
週
木
曜
日
・

午
後
6
時
4
5
分
、毎
週
日
曜
日

・
午
前
9
時
3
0
分
/
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
邏
勳
し
や
す

い
服
装
で
/
月
額
千
円
/
山
本

翻
1
9
1
9

☆
足
立
区
居
合
道
逹
盟
毎
週

金
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/

東
綾
瀬
中
学
校
体
育
館
/
小
学

生
以
上
/
入
会
金
千
円
、月
額

鵈
円
(
中
学
生
以
下
は
無
料
)
/

児
矢
野
　
呱
4
1
7
8

☆
プ
ロ
シ
ー
ド
ー
ス
ポ
ー
ツ
ー

ク
ー
フ
ブ
日
疆
・
祝
日
/
区
内

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
/
主
に
テ

ニ
ス
/
月
額
2
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
に
簡
単
に
自
己
紹
介
し
て

申
し
込
み
/
出
囗
(
〒
1
2
3
梅
田

1
-
3
0
-
1
6
、　
8
5
2
8
1
7
1
)

☆
料
理
サ
ー
ク
ル
(
三
色
会
)

月
2
回
金
嗜
日
、午
前
1
0
時
～

午
後
1
2
時
3
0
分
/
青
年
セ
ン
タ

ー
/
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
家
庭

料
理
/
月
額
2
千
哨
円
/
沢
津

8
8
3
3
7
3
9

☆
み
に
い
S
く
ら
ぶ
o
歳
～

5
歳
位
の
子
供
を
持
つ
マ
マ
た

ち
で
ノ
ー
ト
を
回
覧
し
ま
す
/

年
会
費
3
0
0
円
/
小
野
寺
　
8
5
7

☆
日
本
舞
踊
毎
週
水
暄
日
、

午
後
1
時
～
4
時
/
東
和
セ
ン

タ
ー
和
室
/
入
会
金
千
円
、
月

額
3
千
瞋
円
/
苅
部
　
晦
8

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
毎
週
金
曜

日
、
午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
/

保
塚
セ
ン
タ
ー
/
無
料
体
験
レ

ッ
ス
ン
あ
り
/
入
会
金
2
千

円
、月
額
3
千
円
/
佐
藤
　

翻
7
8
8
7

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
足
立
区
杜
交

舞
踏
第
2
研
究
会
)
毎
週
木

曜
日
、午
後
7
時
I
9
時
/
綾

瀬
プ
ル
ミ
エ
/
初
～
上
級
/
入

会
金
千
勁
円
、月
額
3
千
円
/

青
木

罵
1
6
9
0

☆
s
遭
教
塑
毎
月
第
1
-
4

火
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/

鹿
浜
セ
ン
タ
ー
/
月
額
2
千
円
/

平
井

　
翻
4
1
4
5

☆
珊
瑚
礁
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

毎
週
水
喧
日
、
午
前
1
1
時
3
0
分

～
午
後
1
時
3
0
分
/
水
元
温
水

プ
ー
ル
(
葛
飾
灣
掃
工
堤
内
)
/

朷
歩
～
上
級
/
入
会
金
千

円
、月
額
2
千
涙
円
/
野
村

莇
7
8
0
4
(
午
後
3
時
以

降
)

☆
英
会
話
「ギ
ャ
ラ
ク
シ
イ
ー
」　

毎
週
土
曜
日
、午
前
1
0
時
～

1
1
時
3
0
分
/
佐
野
社
会
徴
育
館
/

ア
メ
リ
カ
人
講
師
、初
回
無

料
見
学
自
由
/
入
会
金
2
千

円
、月
額
3
千
9
円
/
斉
膠

瞋
4
7
8
4
(
夜
間
)

☆
フ
″
1
ク
ダ
ン
ス
(
若
い
泉

F
D
c
)
毎
週
火
碯
日
、午

後
7
時
～
9
時
/
梅
島
第
一
小

体
育
館
/
1
5
歳
以
上
の
男
女
、

初
心
者
歓
迎
/
I
回
2
0
0
円
/
小

関

　
8
8
5
1
6
4
9

☆
社
交
ダ
ン
ス
毎
週
水
曜
日

(
月
4
回
)
、午
後
7
時
～
9
聘
/

産
業
振
興
館
/
中
級
(
初
級

も
可
)
/
渡
辺
　
朏
2
5
0

☆
手
芸
サ
ー
ク
ル
(
ゆ
う
か
り
)
　

毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
、午

前
1
0
時
～
正
午
/
舎
人
セ
ン
タ

ー
/
端
切
れ
等
廃
品
を
利
用
し

て
簡
単
に
で
き
る
も
の
を
作
り

ま
す
/
1
回
沺
円
程
度
(
材
料

費
込
み
)
/
高
根
　
8
9
7
8
4

☆
鰹
音
楽
新
サ
ー
ク
ル
を
つ

く
り
ま
せ
ん
か
/
日
時
等
は
相
・

鮫
の
上
/
経
験
者
/
無
料
/
石
一

松

　
8
5
9
1
6
4
9

一
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浜辺の小学校 上総湊健康学園

入園 説明会を行います
現
在
、
平
成
2
年
度
の
入
園
児

童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
学
園
で

の
生
活
を
知
り
、
理
解
し
、
安
心

し
て
入
菌
い
た
だ
く
た
め
、
入
菌

説
明
会
を
閲
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
直
接
、
児
童
の
健
康

づ
く
り
に
熱
心
な
指
導
を
し
て
い

る
学
園
の
先
生
た
ち
が
、
ビ
デ
オ

を
通
し
て
学
菌
生
活
を
説
明
し
ま

す

。お
子
さ
ん
連
れ
で
、
ぜ
ひ
、
お

い
で
く
だ
さ
い

。

日
時
2

月
3
日
(
土
)
、午
後
2
　

時
か
ら

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー
(
竹
ノ
筱

駅
東
口
下
車

徒
歩
5
分
)

対
象

現
在
、
小
学
2
年
～
5
年

生
で
、
ぜ
ん
息
、
肥
満
、
偏
食
、

虚
弱
等
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
筋
第
二

課
保
健
給
食
係

靦
1
1
1
1

㈹

「お
い
し
い
よ
-
」園
庭
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

求
人
・
求
職
は
…

職
業
サ
ー
ビ
ス

セ
ン

タ

ー
ヘ

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

内
職
や
パ
ー
ト
の
求
人
・
求
職
の

相
談
、
紹
介
を
行
つ
て
い
ま
す
。

□
事
業
主
の
方
へ

冢
庭
で
で
き
る
簡
単
な
手
仕
事

な
ど
、
内
職
に
適
し
た
仕
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

□
家
庭
で
内
職
を
し
た
い
方

求
人
果
が
自
由
に
見
ら
れ
ま

す
。
条
件
に
合
つ
た
仕
事
が
あ
れ

ぱ
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
ミ
シ
ン
縫

い
、ま
と
め
(
ポ
タ
ン
付
け
な
ど
)
、

皮
製
品
の
の
り
付
け
等
の
仕
事
が

多
く
あ
り
ま
す
。

□
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
き
た
い
方

求
人
公
開
カ
ー
ド
が
自
由
に
見

ら
れ
ま
す
。
希
望
の
条
件
に
合
つ

た
会
社
・
職
種
等
の
相
談
・
紹
介

を
行
つ
て
い
ま
す
。
現
在
、
事
業

所
か
ら
の
求
人
申
し
込
み
が
多
数

き
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ
先

職
業
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
(
綾
瀬
駅
西
囗
下

車
徒
歩
3
分

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

内
)

　
讎
3
5
8
4

梅 を 見 に で か け ま せ ん か

大谷 田公園

梅
の
名
所
と
言
え
ぱ
こ
こ
。
大

谷
田
公
園
は
、
区
内
で
一
番
大
き

な
梅
園
で
す
。紅
白
あ
わ
せ
て
約
1
0
0

本
、枝
を
た
ら
す
し
だ
れ
梅
も

あ
り
、と
て
も
見
事
で
す
。

見
ご
ろ
は
2

月
中
～
下
旬

。
ご

家
族
そ
ろ
っ
て

、
春
の
香
り
に
つ

つ
ま
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【大
谷
田
4
j
4
-
1
北
綾
瀬
　

駅
下
車
、
徙
歩
8
分
】

十毎の香 りが菌内に いっぱい

情
報 コ ー ナ ー 法 律 相 談 ● 駟予聊韶" 申込・岡合ぜ先 　882- 1111㈹

【】区役所本疔舎1階区民相駁室ふ
, ヽ相談日は, 1毎週月・木曙日、午後
呶丿時～夕時4沁ぶ袒卜j て乱y匹づ

【】中央 本 町 疔 舎2 階 相 談 靈 淙 … …「

相 談 日 はヽ毎 月 第, 2 ・4 水 雇日, 午 後r
・1 時こ4 時 £¶ 4叺, 撻・4 ・一49 奥ぞ

梅島では最後のお祭りです

梅島生活実習所祭
梅島生活爽習所は、心身に障害を持

つ人たちが、作業を通して日々の生活
の充実と社会的自立を図るための成人
通所施設です。
実習所では毎年、日ごろの成果を発
表し、地域の方々との交流を深める機
会として、実習所祭を行つています。
来年厦からは、新設される東部障害福
祉総合センター( 仮称) へ移転するた
め、現在の場所では最後の実習所祭と
なります。
そこで、今年のテーマは「ありがと
う&出会いふたたび」。
今まで実習所を支えてくださった多
くの方たちに感謝し、また、これから
の多くの出会いを大切にしながら、頑
張つていこうと決意も新たに、楽しく
温かく、ゆかいな実習所祭にしたいと
考えています。
多くの方々のご参加をお待ちしてい
ます。
日時じ>2月3日( 土) 、午後1時～3　
時じ>2月4日( 日) 、午前10時～午　
後3 時

内容 【>展示・実演・模擬店・・・ハガ
キ、繼瀏、闕芸などの手作り品 【>　
展示コーナー…実習所10¥の廖中を
振り返つてD 喫11? 陬催し偬…
3 日は青井高校oB のロ ックバン
ド、梅a 庄区センター民卿ほか。4　
日は利用者の音楽クラブ、十中プラ
スパンド、ギター棡奏、人形圃、太
鼓、はなさき座( 日冰人の心のふる
さとを語り伝える 匣) の公枦|ほか
蝿所・問合せ先 梅膳、生活実習所( 西
新井訳東囗下車、a 歩3 分)

84! } - 1379

青 年 セ ン タ ー

コン サー ト
ビデオ放映

世界的アーチスト、坂本籠- のビデ
オを皆さんにお届けします。
日時1 月26日( 金) 、午後7 時から
題名NEOGEOLI VE
費用 無料
場所・問合せ先 青年センター

0890 ―0061

グル ープ リー ダー
養 成 講 座

グループをつくり、仲間と共に学ぷ
のは、すぱらしいことです。しかし、そ
の運営は、決して簡単なことではあり
ません。
活勳を楽しく、息の長い

ものにするにはどうしたら
良いか、一緒に考えてみま
せんか。
日時・内容・講師 右表の
とおり
塲所 青年センター
対象 区内で活勳するグル
ープのリーダーおよび希

望の方
定員・費用50 人( 抽 選) 、無料
申 込方法 往復 ハガキに 住所、氏 名、
年齡、職業 、電 詁番号、グループ 名、
孝習内容、 会貝数を明 記

申 込期限2 月1 日消 印有効
申 込・問合 せ先 本庁舎 ・文化振 興係
千f主1- 4- 18 　882 ―1111( f t )

豪時間は、いずれも午後6時30分～8時30分

講演会、落語も一席

統計フェア
今年は、国勢調査の年。それに先
立つて、第1 回範言↑ フェアを鵑催し
ます。とは言つても固苦しいもので
はありません。日曙日の午俊のひと
ときを楽しく過ごしませんか。
皆さんのご来場をお待ちしていま
す。
日9寺2 月25日( 日)、1
関演
場所 艾化必館( 入場無禀4)
対象 区内在住の方
内容C> 式典C> 講濱…杉沢賜人J 　
氏( NHK 研修センター理事)
冫落語…春風亭柳舁師匠ほか
定員200 人( 先糖順)
申込力法 直接窓口または龝話
申込・問合せ先 中央ぷ町庁舎・範
計係 　880- 5033

健康・体力づくりを
すすめる区民の集い

生涯に わたる 建康づく り

生 鈿Eにわた って楽しく生き 生きと
過ご すため、 飃康・体力づ くりにつ
い て専門葷c 医 師・擘者な ど】の講
碇・発表を聞い てみ ませ んか。
日瞞● 2月17日( 土) 。り=郤t 2師卷～5　
時

壜所 竹の 獵セン タ ー( 入魎無輿)
対 象 中学生以 卜の方
内 容E> 講演・・・山内t 氏( 東北大
学歉授) c> 団体死 表… 足立匹-　
師会、区冰 育徊導委 員会、l gi y 小
学校嬲係者

定員30( ) 人( 先● 順1
申i &' l i gi ハガ キに住所 、氏名、年
勣、● 話 番号を 明配

申 込・胃 合 せ先 本庁 舍・体青課
千a Ξ 1418 　gs ≧l l Uf t

足立区職員研修所公開講座
自 治体大 学「まちづくり 」

変わる東京の まち
づ く り と足 立 区

都心・臨厩祁を中心に変わっていく
東亰のまちづくり。足立区はこれから
どうなるのでしょうか。区の職員とと
もに学ぷ爵座です。
曰時2月9日～27日のおおむね火・

金● 日( 全6回) 、午後6時x}分～8　
時34}分

内容 柬亰の覩能変化や1! l n事懦と足
立区のかかわりを考えます

謨滾i 森霄芙徳氏( 日腿新闖配者)、町
紂敬冠i氏 皿 学講爨r i ) 1まカゝ
定員・費用5{ } 人( 先着順)、黒芻
申込方法 電話
壜所・申込・問a 匯先 足立ぼ皿員研
修所( 綾欄2 ―3G―6 綾巌訳柬口
下申徙よ3 分> 　602―8841

婦人総合センターの 講座

ボ ラ ン ティ ア に
つ い て 考 え る

近年、ポランティア活勳の輸は、ま
すます広がりを見せ、福祉関係に限ら
ず教育の分野でも目立つてきていま
す。今回は、特に社会教育施設におけ
るボランティア活勣について考えま
す。
日時2月13日～3月13日の毎週火曜　
日、午前10BS～正午( 全5回)

対象 区内在住・在勦・在学の方
内容D ボランティア活勳の意義と大
切さ 冫社会教育施設ポランティア
活勳への期待ほか

講師D 志熊敦子氏( 前国立婦人教育

会館館長) 冫斉簾信夫氏(ボランテ
ィア憤報・活勳センター所長) ほか
定員20 人( 抽選)
費用 無料

女 性 の た め の 文 章 講 座

書くことを通して
自 分 再 発 見

「文章なんて● けない」と思 つてい
るあなた、この講篩で自分の持つてい
る能力を両弛! !してみませんか。
講師に、女性の投稿誌として有名な
「わいふ」のスタッフと、そのr わい
ふ」で育つたライターの方々をおI RきL
シi =・_

日時 ・内容 ・騁師 左表 の
とおり

対 象 区内 在住・在勦 ・在
学の女性

定員40 人 〔抽選〕
費 用 無料

いず れも

申込 方法 往 謖ハガ キに住
所、氏名( フ リガナ) 、年
齡、職業、電 話番号、希
望 理由 、希 望講座名{ ど
ちら か1 つ} を 明配

申込 期限2 月2 日必●
壜所 ・申 込・問合 せ先 婦
人総合センタ ー( 梅田7　
―33 ―1 エ ル・ソフ ィア
内) 　t 88(〕―5222

女性のための文章講座日程表

● 時関は、いずれも午餓石畔30 分- 8 時30分

To. Y. S. T. 240, 000


